
第 135 回岡山大学大学院精神神経病態学教室同門会臨床集談会 

                         （日時）令和 7年 12月 13日（土）14：00～18：00 

（場所）岡山プラザホテル 新館 4F  鶴鳴の間  

 岡山市中区浜 2-3-12  TEL 086-272-1201 

 

14：00～15：15 一般講演 （発表 10分＋質疑応答 5分） 

座長：藤原 雅樹（岡山大学） 

 1.「多彩な精神症状を呈した抗 LGI-1抗体陽性脳炎の一例」 

〇山口 望（岡山県精神科医療センター） 

 2.「副腎皮質ステロイド投与後に精神病症状を伴う双極性の気分変動・ 

認知機能低下を呈した一例」 

〇山下 将平、皆尾 望、和田 健（広島市民病院） 

 3.「瀉血が判明した作為症の一例」 

〇矢野 峻伍（岡山県精神科医療センター） 

 4.「障害者福祉の所得制限問題のその後」 

〇原 紘志（林道倫精神科神経科病院） 

 5.「精神科救急事態で緊急対応・緊急入院を要したが身体科に緊急搬送を要した 

ケースシリーズ報告」 

   〇辻野 修平、岡本 裕貴、山口 望、中西 一秀、矢野 峻伍、浅田 和志、 

矢田 勇慈、佐藤 康治郎、大重 耕三（岡山県精神科医療センター） 

 

15：15～15：40 コーヒーブレイク       

 

15：40～16：05 指定講演 （発表 20分、質疑応答 5分） 

座長：酒本 真次（岡山大学） 

「精神疾患とスティグマについて」 

〇吉村 優作（味野医院） 

 

16：10～16：40 教育講演 （発表 25分、質疑応答 5分） 

座長：山田 了士（岡山県精神科医療センター） 

「今は昔の話から」 

〇長尾 卓夫（高岡病院） 

 

16：40～17：40 特別講演 （発表 55分、質疑応答 5分） 

 座長：髙木 学（岡山大学） 

「変化と多様性の時代における子どもの発達とメンタルヘルス」 

  〇廣田 智也（岡山大学 子どもの発達とメンタルヘルス講座） 

 

閉会の辞 

 

17：45～ 写真撮影（写場） 

18：00～ 懇親会（烏城の間） 


